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令和２年環境生活委員会 開催状況

開催年月日 令和２年５月１２日（火）

質 問 者 民主・道民連合 広田 まゆみ委員

答 弁 者 文化局長 成田 正行

文化振興課長 所 健一郎

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

一 文化情報発信事業「北のアーティスト」スペシャ
ルプログラムについて

新型コロナウイルス感染症の影響により、道内にお
いて文化芸術活動を自粛せざるを得ない中、道内のア
ーティストや舞台スタッフの方に活躍の場を提供する
ことを目的に、北海道文化財団において、道内在住及
び出身のアーティストによる実演や作品等の動画を募
集し、道民の皆さまが身近に芸術文化に触れることが
出来る機会をインターネット上において提供すること
とした旨、5月1日に報道発表があったところでありま
す。
私としては、芸術文化に携わる、特に「個人」に対

する支援というのは、非常に乏しいと感じていたとこ
ろです。少なくとも、北海道文化財団からこうした取
り組みがスタートすることはとても有難いことだと考
えておりますが、この事業に関連して文化振興施策に
ついて伺ってまいりたいと思います。

（一）コロナ影響下の芸術文化活動の推進について
１ 文化芸術活動の支援に関する現状認識と

これまでの対応について （文化振興課長）
エンタメ業界への支援ということで、道が独自給付 現状の把握や支援策の周知などについてでございま

するという発表が数週間前にありまして、ヤフーニュ すが、現在、新型コロナウィルス感染症の拡大防止を

ースなどで一斉に拡散されまして、北海道すごいぞと 図るため、イベント主催者などに対しまして、各種イ

いう報道がされていたのですけれど、その中身を見ま ベントの開催自粛を要請しており、道内の文化イベン

すと、現在の休業支援金については「施設」ですと トにつきましても、中止や延期となっている状況にあ

か、ガイドラインを示すその業界に対して出されるも ります。

のでありまして、フリーに活動する個人のアーティス こうした状況を踏まえまして道では、札幌市内の小

トなどの方は対象とならないということを残念に思っ 劇場や劇団等の現状につきまして関係者や北海道文化

ておりました。 財団などから聴き取りを行うとともに、経済部と連携

私としては、ご相談があれば、持続化給付金などの をしながら、道内の舞台関係者の要望や情報の収集に

活用もお知らせしているところではあります。 努めており、アーティストが活動の場を失うことや、

道の今までの芸術文化振興の取組としましては、先 劇場の稼働率が大幅に減少しているといった厳しい状

般、交響楽団に関する支援などについては、中央政府 況にあることを把握しているところでございます。

へも要望されたとは承知をしておりますけれども、幅

広い分野の芸術文化活動の現在の状況をどのように情 また、「北海道ライブ・エンタテインメント連絡協

報収集または把握して、どのように対応し、その支援 議会」や「北海道のステージに灯りをともす会」など

策などについてもどのように広報されてきたのか、関 からも、こうした状況の打開に向けた取組や支援の要

係団体や、関係部との連携も含めてまず伺います。 望を受けたところでございます。

このため道では、感染拡大防止に取り組むライブ・

エンタテインメント業界等への支援を行うこととした

ところであり、こうした取組や国の施策も含めまし

て、ホームページなどで支援策の周知に努めていると

ころでございます。

（再質問）

大きな団体ですとか、業界団体というところを中心 文化庁の取組などについてでございますが、文化庁

にお話を聞いているのではというふうに今のところ受 では、新型コロナウイルス対策に関する文化団体等への支

け止める訳ですけれども、諸外国の様々なアーティス 援策といたしまして、「チケット払戻請求権放棄を寄附金控

トへの支援ということと比べると、諸外国を比べても 除とする税制改正」や芸術家による公演・展示を全国開催

しょうがない話なのですけれども、日本においても、 する「アートキャラバン」などの事業を措置したほか、文化庁
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文化庁のホームページに文化庁長官がですね、日本の のホームページ内に、「文化芸術関係者に対する支援情報

文化芸術の火を消してはならないということで、この 窓口」を開設し、 フリーランスを含む文化芸術関係者を対

困難を乗り越え、ウイルスに打ち勝つために文化庁長 象に、持続化給付金や融資制度などの各種支援制度に

官として先頭に立ってこれまで以上に文化芸術への支 つきまして、 一元的に情報提供を行っていると承知してい

援を行っていきたいという力強いメッセージが文化庁 るところでございます。

長官として発信をされております。先ほども中央政府

などに、交響楽団の支援に関しては要望されたと承知

しているのですけれど、文化庁としてのコロナウイル

ス対策や、今後の文化振興策の方向性などについて、

道としてどのように把握されているのか伺います。

文化というのが後回しになる中で、特に文化芸術者

に向けた給付金というのがないという現実であります

けれど、少なくとも今、ご紹介があったように文化庁

として文化芸術関係の人が見て、具体的には結局既存

のというか、いろんな文化芸術事業メニューの寄せ集

めになるんですけれども文化芸術関係者の方の相談窓

口がある、あなたのことを私たちはケアしていますよ

という最低限の姿勢が見えるというふうに思うんで

す。

ここは是非、道としても芸術文化を担当する方とし

ては認識をしていただきたいと思います。

２ 北のアーティストスペシャルプログラムに

ついて

(1) 今回の事業に至った経過や今後の事業の展開

などについて （文化振興課長）

そういった中で、道独自に何もしないのかと思って 「北のアーティスト」スペシャルプログラムについ

いましたら、こういう、文化財団が事業をスタートし てでございますが、道では、道内のアーティスト等へ

たということで、私の受け止めとしては、特に、道と の支援方策等につきまして、北海道文化財団と協議を

しての新しい予算措置もなく、文化財団自らが、既存 行い、新型コロナウィルス感染症の影響により、イベ

の事業のなかからこういう時期を踏まえて創意工夫し ントの中止など発表の場が失われているアーティスト

たということになっています。 に対する活動支援と、道民が身近に文化芸術に触れる

本当は、全ての関係団体とか、全ての関係部の事業 機会を確保するため、財団が道の補助事業として実施

がそうあるべきなので、これはこれで評価をしたいと している既存の事業を活用いたしまして、財団のホー

思うんですけれど、改めて、この事業のスタートの経 ムページのユーチューブ・チャンネルでアーティスト

過や、道との協議の状況、制度の概要などについて、 の作品を動画配信することとしたものでございます。

改めてご説明いただきたいと思います。 募集の対象者といたしましては、主に道内で継続的

あわせて、コロナ災害ともいえる状況の中で、とも な活動を行っている個人、団体としておりまして、採

すれば、短期的な経済が優先されがちななかにあっ 用された動画に対して５万円の謝金を支払うこととし

て、文化財団がそもそもやっている独自事業が損なわ ております。

れることがないのか危惧するところでもあります。 道といたしましては、引き続き文化財団と連携をし

今後、道として、連携を深めながら、新たに文化振 ながら、多様な文化活動を創造するとともに、道民に

興の観点から、個々のアーティストへの支援の枠を拡 優れた文化に接する機会を提供できるよう取り組んで

げることも想定されているのかどうか、現段階での方 まいる考えでございます。

向性をうかがいます。

（指摘）

ここでは指摘にとどめますけれど、道の文化振興施

策としてですね、ウポポイだけではなく、ウポポイを

契機に、いろいろ状況が変わってきていますけれど、

北海道の文化全体の発信を図っていくという立場でい

けば、現在の予算の枠内でやることでよしとするの

か、道なり北海道知事の姿勢が問われるのではないか

というふうに思いますので、ぜひ、全庁的に文化振興

施策について道としてどういった発信をしていくのか
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というのを、文化財団と協議をして始めたという、こ

こは一つ評価するところではあります、敬意を表する

ところではありますけれど、それを超えた道としての

検討を指摘させていただきます。

(2) 今後の広報のあり方について （文化振興課長）

お金がなくてもやれることっていうのは、お金をそ 今後の情報発信についてでありますが、北海道文化

んなにかけなくてもやれることっていうのはあると思 財団のユーチューブ・チャンネルは、文化財団主催事

うんですよね。 業として記録したものを広く発信するために、昨年

この北のアーティストスペシャルプログラムは、さ 度、開設したものでございます。

きほどもご紹介いただいたように、北海道文化財団の

公式ユーチューブチャンネルに、アーティストの動画 今回、こうした取組みに加えまして、新型コロナウ

を発信していくというものですが、残念ながらです ィルス感染症の影響を受けているアーティストの活動

ね、現在、文化財団の登録フォロワー数は２３名程度 支援や道民の芸術鑑賞機会の確保のため、このユーチ

で、まだまだ、認知度が低いのが現状ではないかと思 ューブ・チャンネルを活用して、アーティストの作品

います。 を動画で配信することとしたところでございます。

北海道庁のインターネット放送局にも、まだ、リン

クされていない状況です。 現在、作品の募集を開始しているところであり、応

そのように考えますと、現在、ツイッターのフォロ 募のあったものから選定の上、随時、ユーチューブ・

ワー数が、12万を超えた北海道知事による文化振興に チャンネルにて発信することとしていますが、道とし

ついての発信もお願いをしたいところであります。 ては、文化財団と連携して、こうした取組を進めると

そこでちょっと、私自身危惧をしているのが、これ ともに、文化財団の各種の取組や事業等を紹介するこ

まで地域文化選奨、条例に基づいて道として独自に取 となどによりまして、財団の発信力強化にも繋がるも

り組んできた地域文化選奨に関して、知事自らが地域 のと考えております。

に出向き、その現場の活動に敬意と感謝と同時に、文

化の価値をしっかりトップリーダーにも体感していく

というのが、私は、文化振興条例に基づいて続けられ

てきたこの表彰事業の意義であったと理解しています

が、最近は、副知事が対応されることが多いように受

け止めています。

しっかり、この機会に、知事にも北海道の文化振興

についても認識していただき、しっかり広報をいただ

きたいと考えます。

これも、いささか、短絡的になりますけれども、例

えば、北海道に所縁のあるユーチューバーですとか、S

NSの登録を1万以上もっている方との連携などで、今回

の取組が、道内のアーティストの支援にもつながるよ

うにすべきと考えます。

財源がないなかで、いかに、アーティストを支援す

るのか、少なくとも、北海道文化財団の発信力をより

高めることについて、道として必要性を認識している

のかどうか、また、どのように取り組むことが望まし

いと考えるか所見を伺います。

アフターコロナとかウィズコロナとかいろんなこと

が言われますけれども、このオンラインを活用する流

れというのは、たぶん恐らく残っていくのではという

ふうに思いますので、是非ご検討をお願いしたいと思

います。

３ 今後に向けての課題認識について

(1) 北のアーティストの範囲について （文化振興課長）

この北のアーティストの事業は、主に演劇など舞台 文化芸術分野に関わる方々との連携についてでござ

上でされる方を対象としているわけですけれども、こ いますが、文化芸術の分野や活動は広範多岐に渡って

の事業を微力ながらSNSでみなさんに少しでも拡散をし おります。道では、北海道文化財団をはじめ、各種の
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たいということで、発信をしていましたら、まんがや 関係団体とも連携をし、道民の文化活動の促進、文化

イラストを描いているいわゆるデザイナーの方々から に接する機会の確保、文化活動を担う人材の育成、文

も、私たちも発表の場があれば嬉しいとのご提言もあ 化交流の促進などに取り組んでいるところでございま

りました。 す。

もちろん、その方々も展示会などの機会は奪われて また、道では、これまで地域文化選奨の受賞者に

いるかもしれませんけれど、直接、舞台で集客する方 は、その後の受賞者の選考に参画していただいている

々よりはもしかすると生活への影響というのは少ない ほか、北のまんが大賞受賞者には、漫画やイラストを

かもしれませんが、そういうご提言もありました。 道の広報紙などに掲載していただいているなど、受賞

調べてみますと、道としても、北のまんが大賞など 後におきましても、道の事業に関わっていただいてい

を創設して、SNSページなどもありますが、最終更新が るところでございます。

昨年の７月とほとんど動いていない状況で大変もった

いないというふうに思いました。こういう時こそ、元 道といたしましては、今後とも、関係団体をはじ

々持っている資源をどう生かすかということが非常に め、文化関係の各表彰の受賞者の方々と、様々な場面

重要になる訳です。 において連携をし、本道における文化芸術の振興に努

例えば、「食」に関してではですね、北のブランド めてまいりたいと考えております。

として、道としても、ありすぎるくらいですが、認証

制度を設けて、道内外に発信しています。

アーティストや、文化団体に関しては、表彰制度は

ありますが、その後の人材活用ですとか発信が弱いの

ではないでしょうか。

北海道でも、既にある地域文化選奨や、北のまんが

大賞などの受賞者のみなさんにどういう対策を、個々

のアーティストの人たちに対しての精神的な部分も含

めてできるのか、ご提言やご協力をお願いして、コロ

ナ感染拡大予防の告知でありますとか、または、北の

芸術文化振興にかかわる人たちに光をあてるような取

組を、このコロナ感染症の影響を乗り越えることをき

っかけに、より強化するチャンスと考えますが、道と

しての所見を伺います。

今までも様々な交流をされてきたということではあ

りますけれども、ただ表彰するということだけではな

くて、表彰してきた方たちから逆に今、何が必要かと

いうアンケートをしっかりとるだけでも、道がちゃん

と意識しているということが伝わると思うんですね。

そういう関係性を変えて、主体的にどう関わってもら

えるのか。あれしてくれ、これしてくれというだけで

なくて、一緒に力を合わせて、何ができるのかという

視点での意見募集とか。

SNSもいろいろと手続きが難しいのかもしれないです

けれど、任せればいいと思うんですよ。北のまんが大

賞を受賞された方達に。逆にお願いをして公式発信で

はないけれどもという、そういうところで日々積み重

ねていくというところがとても大事だというふうに思

いますので、この機会に是非、ご検討いただきたいと

いうふうに思います。

(2) ウィズコロナ、アフターコロナの

芸術文化振興のあり方について （文化局長）

ウイズコロナ、アフターコロナに向けての対策がこ 文化芸術活動の発信の場の確保についてでございま

れから必要です。 すけれども、新型コロナウィルス感染症の防止策とし

当面、少なくとも非常事態宣言が終わっても、50人 て、「密閉・密集・密接」の三つの密、いわゆる「三

以上、100人以上のイベントの一定の制限ですとか、影 密」を回避することが求められている中、劇場やライ

響はかなり長期にわたるというふうに考えます。 ブハウスなど「三密」が生じやすい屋内で活動するア

従って、芸術文化振興のあり方も、道立施設の運営 ーティストにとって、活動の場や機会を確保すること
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も含めて、ただ入り込み数を追えばいいのかと、振興 が困難な状況にあるところでございます。

のあり方も変わっていくのではないかと思います。も このような状況のもと、国内外の文化芸術家におき

ちろん、100年に一度の危機的状況とも言われています ましては、新たな活動の場として、ライブや収録映像

し、全て行政が支援することには限界があると思いま の配信に取り組む事例が多くなっていると承知してお

すし、行政と文化の関係性は難しいとは個人的にも考 ります。

えるところもあります。 道では、現在行っている動画配信事業を通じまし

ただ、北海道のこれまでの文化振興のなかで強みと て、道内で活動するアーティストなどの文化芸術作品

するところは何なのか。先ほど申し上げたように文化 の情報を積極的に発信するとともに、例年、赤れんが

選奨とかまんが大賞とか文化財団の取組ですとか、今 庁舎前で活動しております赤れんがアーティストの方

までの強みとするものは何なのか、アフターコロナに 々に新たな発表の場を確保するなど、デジタル技術や

おいても変わらない、残るものは何か、逆に、捨てて ネットワーク通信に慣れ親しむ世代も視野に入れた文

いくというか、変えなければいけないものは何なの 化芸術活動の活性化や発信の場の確保に一層努めてま

か、その上で、道としてやるべきことに資源を集中し いりたいと考えております。

ていかなければいけないと考えるところです。

デジタル化、オンライン化の流れは変わらないもの

と考えます。

今の現在の大きな枠組みの芸術文化振興だけではな

いですけれど、施設に対して、あるいは、業界団体に

対する支援、補償だけではなく、個々の北のアーティ

ストの卵たちの発信の場の確保について今後、道とし

てどのように支援すべきと考えるか見解をうかがいま

す。

（指摘）

最後に全体を通しての指摘ということになりますけ

れども、ここで、枠組みだけ残っていて良かったと思

うのですけれど、文化基金、運用益を使うとういこと

がなくなって、道庁の普通の予算の中で文化振興をや

っていくということになりました。

そこが果たして先ほど申し上げたような、すぐすぐ

にですね、施設だとか業界に対する枠組みということ

はすぐには変わらないとするならば、例えば文化基金

の枠組みをしっかり活用して、新しいお金の流れを作

って行くような取組も文化財団と協力して作って行く

ことが必要ではないかと思いますので、そこを強く、

早めのご検討と打ち出しを。

北の医療のエールは既に一億を超えているというこ

とで、医療と文化とそこが道民の皆さんと国民の皆さ

んの意識とどうかということは、現実としてあるかも

しれませんけれども、そういった枠組みを道がしっか

りと打ち出すことによって、自立して頑張ろうとする

アーティストの人たちの芽というか、底力をつけてい

くことになると思いますので、是非ご検討をお願いし

まして、私の質問を終わります。


